
今月の聖句 「見よ、私は新しいことを行う。今、それが芽生えている」
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人類が誕生したのはいつか。この問いに対して、最も古い年代設定は５００万年前（ア
ウストラロピテクス／猿人）だそうですが、１８０万年前（ホモ・エレクトゥス／原人）
という人もいれば、２０万年前（ネアンデルタール人／旧人）という立場もあります。最
も早い年代設定は４万年前（クロマニオン人／新人）ですが、これらは全て仮説であって、
歴史以前を示す先史時代（人類がまだ文字を持たない時代）の話です。人が文字を持つよ
うになってから「歴史」という概念が始まりましたが、それもせいぜい紀元前３千年前の
話です。地球が生まれて４６億年、その中で、私たち人類の歴史は、たかが５千年余りで
しかないのです。
幼い頃、私は一日が長く感じて仕方がなかったのを思い出します。けれども５０歳半ば

を超えた今、あっという間に一日が終わってしまします。心理学者は、それは私たちの経
験値が違うからだと説明します。子どもの頃は、経験すること全てが新しいことで、驚き
の連続で、新鮮な日々を送ることが出来る反面、そういう出会いがないと、一日が長～～
～く感じてしまうのだそうです。大人になると、ある程度の経験値が増えるので、驚きや、
新鮮味が減少するので、時間を短く感じてしまうとのことです。これをどう理解するかは、
人によってまちまちでしょう。 子どもたちにとって、生きることそのものが新しいこ
との連続です。彼らはチャレンジャーそのものです。もうそれが芽生えている年齢です。
大人はしっかりと、その子どもたちをサポートし、新しい発見に歓喜出来るよう見守り支
えたいものです。 協力牧師 池田基宣

２０２２年度 年主題〈つながって ～今、わたしを生きる～〉
0･1･2歳児７月主題 「きもちいい」 3･4･5歳児７月主題 「あらわして」
月のねがい 月のねがい

◎保育者の祈りやさんびかに親しむ(0) ◎お休みの友だちや自分の身の回りのことを覚えて祈る(3)
◎保育者に汗を流してもらって、気持ちいいと感じる(0) ◎保育者や友だちと一緒に遊ぶ中で、色々な思いを表すようになり、葛藤も経験する(3)
◎水や砂に触れてその感触に興味を示す(0) ◎砂・泥・水などの感触を親しみ、思う存分楽しむ(3)
◎さんびかを喜んで歌う(1.2) ◎ことば・歌・体で、（主を）賛美する(4.5)◎自分の思いや考えを態度や言葉にして相手に伝える
◎保育者との関わりの中で自分の思いを知る(1.2) ことで、お互いの思いに気付き、関わり方を考えるようになる(4.5)
◎砂や泥、水や草花に触れて、気持ちよく遊ぶ(1.2) ◎絵本やお話や歌などに親しみ、イメージ（想像の世界）をふくらませる(4.5)

急に日差しがじりじりと強くなり、夏の訪れを感じます。６月

は泥んこ遊びに砂遊びなどそれぞれのクラスでダイナミックに

楽しみました。夏はお楽しみの水遊び！子どもたちと水の心

地よさを全身で感じられたらと思います。

１学期が始まり３ヵ月が経ち、新しいお友達もすっかり園に

慣れて、できることもどんどん増えてきました。もも組ではおや

つの前は手を洗う、手を洗ったら椅子に座るなど、子どもたち

なりに１日の流れを覚えてきているように感じます。給食後、

お昼寝の前に少しの時間おもちゃで遊んでいるのですが、先

日２人の女の子がタオルケットを被って見つめ合いキャッキャ

と遊んでいると、他の子も面白そう！と思ったようで、どんどん

加わり、タオルケットの中はぎゅうぎゅうに・・・。ばぁ！と顔を

出して大笑いの子どもたちでした。日々の遊びから少しずつ

友だちとの関わりが楽しくなってきたように感じることでした。

あじさい組では、着替えを頑張っている友だちに刺激され、

『自分も！』と挑戦を始めています。汗ででなかなか上がらな

いズボンや肌着に苦戦しながらも、一生懸命頑張っていま

す。自分でできない時に、黙って目でアピールしていた子も少

しずつですが、「できない！」「手伝って！」と言葉で教えてた

り、ちょんちょんと叩いて訴えたりと、その子なりに思いを伝え

ようとする姿が見られるようになってきました。自分で頑張る

姿も、手伝って！と言える姿も、それぞれに生きるためには必

要なことです。乳幼児期に育んでいきたい“生きる力”の根っ

この部分が育っているかな～と嬉しく思います。

１学期も残りわずかとなりました。７月は特にイベント盛りだ

くさん！子どもたちとワクワクいっぱいで楽しみたいと思いま

す。暑さに負けずに元気に過ごしましょう。 大河
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７月の行事予定

２日（土） 夏まつり

６日（水） 海遊び 4･5 歳児・弁当日
７日（木） 七夕事業所訪問

８日（金） 海遊び 2･3歳児
１４日（木） 市営プール遊び（年中長児）

１５日（金） ７月誕生会

16･17日 お泊まり保育（年長児）

２０日（水） １学期終園式(1号:午前保育)

８月の行事予定

１日（月） 夏期保育(そうめん流し･午前保育）

13～15日 お盆休み（2.3号弁当）

１９日（金） 夏期保育(８月誕生会）

未定 夏期おやぢ保育

からだの育ちとことば
・矯正・訓練・指導はさける

子どもが誕生して最初に聞いた言葉、またお母 ・ことばがけの配慮･･子どもの気持ちをくみとる
さんが最初に話した言葉は何だと思いますか？
我が子が誕生した喜びを親としてどんな言葉で表
現したでしょうか。喜びと期待を胸に、「どうか
健やかに育ちますように。」と、子どもに全神経
を傾けていった日々だったのではないでしょう
か。

そんな親の気持ちを肌で感じ取り、子どもは成
長していきます。からだの成長に伴い、からだの
可動域が広がりをみせていく中で、言葉を獲得し Ｒ４年６月４日（土）
ていきます。その獲得には、お母さん.・父さん 熊毛地区幼稚園協会 教職員研修大会
の関わりが大きいということはいうまでもありま ６月4日は屋久島で職員研修会が行われました。今年
せん。 の研修テーマは「子どもの主体性がいきる保育者の関

わり」です。保育者は、子どもが自ら持つ「やってみ
【 話す力と言葉を育むために】 たい！」「どうしてだろう？」という気持ちを察知する
・タイミングの良い対応・・・会話の基礎 こと、また、年長児には、それを自分のことばで伝え
・やり取り遊び・・・いないいないばあ～など られるように日々の園生活での経験を積んでいくこと
・音を言語化する･･･「ブー」「そうだね、車だね」 が大切であるとを学び帰ってきました。子どもたちの
・うたいかけ･･･メロディーを伴うことばを好む 話す力を育むことで、社会に出た時、自分の気持ちを
・名称の提示とわかりやすい表現･･･「これ何？」 整理し、ことばにして伝え、世界を切り開いていける

に分かりやすく応えてあげる 子どもたちになってほしいと願っています。
副園長 圖師 愛


